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■
令
和
元
年
度
第
2
回
理
事
会

を
開
催
（
於:

東
京
都
文
京
区
後
楽
）

全
市
連
は
10
月
28
日
（
月
）、
令
和
元
年
度

第
2
回
理
事
会
を
文
京
区
後
楽
・
林
友
ビ
ル
で

開
催
し
た
。
出
席
は
理
事
31
名
・
監
事
計
2
名

の
計
33
名
。
ま
た
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
の
服

部
浩
治
総
括
課
長
補
佐
、
井
堀
秀
雄
課
長
補
佐

（
流
通
班
担
当
）
及
び
西
垣
太
郎
専
門
職
並
び

に
業
務
課
の
田
口
護
企
画
官
（
国
有
林
材
安
定

供
給
）
及
び
川
原
聡
課
長
補
佐
（
供
給
企
画
班

担
当
）
に
御
出
席
頂
い
た
。

【
会
長
挨
拶
】

西
垣
泰
幸
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
台
風
及

び
豪
雨
で
大
き
な
被
害
が
発
生
、
被
害
受
け
ら

れ
た
方
々
に
御
見
舞
い
。
午
前
中
、
全
市
連
の

原
木
部
会
及
び
製
品
部
会
を
開
催
。
木
材
市

場
・
全
市
連
の
存
在
意
義
に
も
係
る
、
木
材
市

場
の
現
状
、
課
題
、
今
後
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
論
議
頂
い
た
。両
部
会
の
成
果
を
活
か
し
て
、

全
市
連
と
し
て
も
、
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
行
く
。
数
は
力
で
あ
り
、
会
員
を
増
や
す

努
力
は
不
可
欠
。
会
員
同
士
連
携
し
て
、
困
難

な
状
況
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
。」

等
と
述
べ
た
。

【
林
野
庁
挨
拶
・
情
報
提
供
】

・
林
野
庁
木
材
産
業
課
服
部
総
括
課
長
補
佐
か

ら
、「
台
風
19
号
等
被
害
へ
の
御
見
舞
い
、

化
促
進
対
策
、
木
材
産
業
・
木
造
建
築
活
性

化
対
策
、
安
全
な
木
材
製
品
等
流
通
影
響
調

査
・
検
証
事
業
及
び
木
材
加
工
流
通
施
設
等

復
旧
対
策
事
業
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
頂

い
た
。

【
質
疑
・
意
見
交
換
】

林
野
庁
の
説
明
等
に
関
連
し
、
質
疑
・
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
主
な
項
目
と
し
て
は
、「
①

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
に
お
け
る
木
材

業
指
定
に
つ
い
て
（
要
望
）
②
大
径
材
等
売
れ

ず
昔
か
ら
の
林
業
地
崩
壊
、
製
材
工
場
減
、
地

域
経
済
ど
う
な
る
の
か
心
配
、
地
元
製
材
工
場

へ
の
テ
コ
入
れ
を
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
及
び
外
構

の
助
成
継
続
④
補
助
事
業
等
採
択
の
要
件
等
⑤

地
元
素
材
生
産
、
製
材
所
減
、
地
域
に
よ
っ
て

振
興
方
策
異
な
る
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
に

よ
っ
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
処
方
箋
を
⑥
30

年
木
材
流
通
構
造
調
査
結
果
に
つ
い
て

【
原
木
部
会
及
び
製
品
部
会
報
告
】

（
1
）「
原
木
部
会
」　

山
下
薫
部
会
長
（
真
庭

木
材
市
売
（
株
））
か
ら
以
下
の
事
項
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
た
と
の
報
告
。

・
役
物
、
大
径
材
需
要
減
、
低
単
価
、
出
材
意

欲
減
退
・
バ
イ
オ
マ
ス
が
最
低
価
格
水
準
維

持
も
、
良
材
も
バ
イ
オ
マ
ス
に
・
原
木
の
仕

分
け
と
市
場
の
役
割
・
大
型
工
場
増
え
、
従

来
の
製
材
工
場
減
少
、
市
売
形
骸
化
・
直
送

が
増
・
人
手
、
ト
ラ
ッ
ク
不
足
・
バ
ー
ク
の

処
理
課
題
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
、
堆
肥
等
で

活
用
し
て
い
る
事
例
も
・
地
域
に
応
じ
た
施

策
が
必
要
・
皆
伐
に
よ
る
出
材
量
確
保
と
再

造
林
へ
の
助
成
・
植
林
す
る
人
材
育
成
・
自

社
林
の
購
入
、
素
材
生
産
業
へ
の
参
画
、
素

材
業
者
へ
の
協
力

（
2
）「
製
品
部
会
」　

多
田
啓
部
会
長
（（
株
）

ア
サ
モ
ク
）
か
ら
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
討

議
さ
れ
た
と
の
報
告
。

・
取
扱
量
及
び
売
上
減
・
和
室
減
少
、
役
物
需

要
の
大
幅
減
・
加
工
、
建
築
等
へ
の
取
組

・
競
り
成
立
の
困
難
化
、〝
競
り
〟
へ
の
こ
だ

わ
り
と
〝
競
り
〟
の
意
義
・
並
材
か
高
価
格

材
か
の
選
択
・
出
口
戦
略
と
し
て
の
大
断

面
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
・
公
共
建
築

物
等
へ
の
参
入
・
建
築
業
界
、
ゼ
ネ
コ
ン
へ

の
働
き
掛
け
、
建
築
士
、
設
計
士
等
と
の
連

携
・〝
現
し
〟
構
法
の
Ｐ
Ｒ
・
問
屋
、
買
方

の
高
齢
化
、
弱
体
化
等
で
物
流
機
能
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
、
市
場
の
直
需
者
へ
の
直
売
も
検

討
・
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
コ
ス
ト
等

【
情
勢
報
告
・
業
務
運
営
】

用
意
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
事
務
局
よ
り
次

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
、ご
了
解
を
頂
い
た
。

①
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
実
施
状
況
②
効
果
的
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
支
援
事
業
③
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
関
連
④
林
業
木
材
産
業
関
係
税
制
及

び
金
融
に
つ
い
て
の
要
望
等
⑤
「
原
木
部
会
」

及
び
「
製
品
部
会
」
設
置
に
つ
い
て
⑥
政
策
提

言
⑦
台
風
・
豪
雨
災
害
被
害
状
況
⑧
未
来
投
資

戦
略
の
概
要
等
⑨
平
成
30
年
木
材
需
給
表
⑩
森

林
経
営
管
理
制
度
・
森
林
環
境
税
⑪
国
有
林
改

会
員
市
場
被
害
へ
の
御
見
舞
い
。
林
野
庁
と

し
て
復
旧
等
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

平
成
30
年
の
木
材
需
給
表
が
公
表
さ
れ
、
自

給
率
が
36
・
6
％
と
な
り
8
年
連
続
上
昇
、

関
係
者
に
敬
意
。
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け

一
般
消
費
者
の
関
心
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
関
心
を
集
め
て
い
る
。
木
材
利
用
を

巡
る
環
境
も
、
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
木

造
建
築
物
の
防
耐
火
に
係
る
制
限
の
合
理
化

が
図
ら
れ
、
都
市
に
お
け
る
木
材
利
用
等
の

取
組
が
更
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
林

業
成
長
産
業
化
を
進
め
て
い
く
上
で
の
、
全

市
連
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
と
御
理
解
を
お
願

い
す
る
。」
等
に
言
及
し
た
挨
拶
を
頂
い
た
。

・
林
野
庁
業
務
課
田
口
企
画
官
か
ら
、「
台
風

及
び
豪
雨
に
よ
る
国
有
林
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
現
在
調
査
中
。
大
き
な
山
崩
れ
等
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
小
規
模
の
被
害
報

告
が
あ
る
。
国
有
林
と
し
て
も
復
旧
・
復
興

に
努
め
て
い
く
。樹
木
採
取
権
に
つ
い
て
は
、

10
年
間
で
２
０
０
ha
程
度
の
規
模
を
考
え
て

い
る
が
、
現
在
、
実
施
に
向
け
て
、
細
部
を

検
討
中
。
固
ま
っ
た
段
階
で
、
情
報
提
供
し

た
い
。」
等
、
挨
拶
と
情
報
提
供
を
頂
い
た
。

・
更
に
、同
木
材
産
業
課
井
堀
課
長
補
佐
か
ら
、

令
和
2
年
度
の
予
算
概
算
要
求
に
つ
い
て
、

林
野
庁
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要
、
概
算

要
求
の
重
点
事
項
、
林
業
・
木
材
産
業
成
長

「理事会の様子」
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正
法
⑫
「
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
⑬
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
用
ガ
イ
ド

【
そ
の
他
】

①
次
期
連
盟
総
会
の
日
程
案
に
つ
い
て
は
、
令

和
2
年
5
月
22
日
（
金
）、
熊
本
市
に
お
い

て
開
催
を
予
定

②
新
規
加
盟
申
し
込
み
の
あ
っ
た
宮
崎
木
材
市

場
（
株
）（
宮
崎
県
宮
崎
市　

藤
井
勝
一
郎

代
表
取
締
役
）
に
つ
い
て
加
入
が
承
認
さ
れ

た
。

③
過
日
辞
任
届
の
あ
っ
た
平
田
恒
一
郎
理
事
の

辞
任
に
つ
い
て
、
事
後
承
認
さ
れ
た
。

④
そ
の
他

ア　

台
風
等
災
害
復
旧
・
復
興
に
係
る
林
野
庁

へ
の
要
望
（
ａ
．
台
風
被
害
に
係
る
迅
速
な

復
旧
・
復
興
対
策
の
実
施　

ｂ
．
国
土
強
靭

化
に
必
要
な
森
林
整
備
予
算
の
大
幅
拡
充
）

イ　

軽
油
引
取
税
免
税
措
置
関
連
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
概
算
で
、
1
木
材
市
場
当
た
り
、
年

に
約
百
万
円
の
軽
油
引
取
税
免
除
と
な
っ
て

お
り
、
木
材
市
場
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

税
制
措
置
で
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
延
長
を

求
め
て
行
く
）

ウ　

製
材
分
野
へ
の
外
国
人
技
能
実
習
生
導
入

の
検
討
会
（
全
木
連
資
料
）

エ　

台
風
、
豪
雨
に
よ
っ
て
、
会
員
市
場
の
施

設
に
被
害
報
告
の
あ
っ
た
関
東
支
部
及
び
関

東
北
支
部
対
し
て
、
連
盟
か
ら
お
見
舞
い
金

を
送
る
こ
と
に
つ
い
て

以
上
に
つ
い
て
、
提
案
・
報
告
し
、
了
承
・

承
認
さ
れ
た
。

【
講
演
会
】

議
事
終
了
後
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
服
部
総

括
課
長
補
佐
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
と
森
林
・
木
材
の
関
係
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
御
講
演
頂
い
た
。

概
略
は
、
以
下
の
通
り
。

1
．
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標　

２
０

０
０
年
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
採
択
）
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標　

２
０

１
５
年
国
連
で
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
採
択
：
２
０
３
０
年

ま
で
に
貧
困
を
撲
滅
し
、
持
続
可
能
な
開
発
を

実
現
）

2
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特
徴

・
先
進
国
を
含
む
全
て
の
国
が
取
り
組
む
・
途

上
国
、
民
間
企
業
、
市
民
社
会
等
が
役
割
果

た
す
・
俯
瞰
的
視
点
で
統
合
的
に
扱
う
・
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い

3
．
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

・
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
人
類
、
地
球
及
び

繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画

・
目
標
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
統
合
さ
れ
不
可
分
、

経
済
・
社
会
・
環
境
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で

向
こ
う
15
年
間
の
行
動
を
促
進

・
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト

・
利
用
可
能
な
資
源
を
動
員
し
、
全
世
界
の
強

い
関
与
を
促
進

4
．
ア
イ
コ
ン
と
ゴ
ー
ル
の
相
違

5
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
15
の
構
成

・
陸
域
生
態
系
の
保
護
、
回
復
、
持
続
可
能
な

利
用
の
推
進
、
持
続
可
能
な
森
林
の
経
営
、

砂
漠
化
へ
の
対
処
、
な
ら
び
に
土
地
の
劣
化

の
阻
止
・
回
復
及
び
生
物
多
様
性
の
損
失
を

阻
止
す
る

・
森
林
に
直
接
関
連
す
る
ゴ
ー
ル
15
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
指
標

・
そ
の
他
の
森
林
関
連
の
ゴ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
指
標

・
木
材
関
連
の
ゴ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
指
標

（
ゴ
ー
ル
12
）
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を

確
保
す
る

（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
12
・
2
）
２
０
３
０
年
ま
で
に

天
然
資
源
の
持
続
可
能
な
管
理
及
び
効
率
的

な
利
用
を
達
成
す
る

（
指
標
）　

マ
テ
リ
ア
ル
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
Ｍ

Ｆ
）、
国
内
材
料
消
費
量
（
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）：
木
材

消
費
量
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
達
成
の
目
標
に
：

6
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部　

内
閣
官
房

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
森
林
・
林
業
施
策

・
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
と
し
て
60
の
自
治
体
を
選
定

7
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
の
企
業
等
と
の
連

携
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
企
業
行
動
指
針

・
木
材
関
連
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
た

め
に

■
全
国
優
良
木
材
展
示
会
開
催 

―
東
海
木
材
相
互
市
場
―

　
片
桐
保
昭
氏
（
ヒ
ノ
キ
造
林
木
）
に
農
林

水
産
大
臣
賞

当
連
盟
主
催
の
全
国
優
良
木
材
展
示
会
は
11

「理事会の様子（ 2）」「原木部会の様子」「製品部会の様子」

「講演会の様子」
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月
22
日
（
金
）、
東
海
木
材
相
互
市
場
・
大
口

市
場
（
鈴
木
和
雄
社
長
）
で
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
は
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
服
部
浩
治
総

括
課
長
補
佐
、
中
部
森
林
管
理
局
吉
村
洋
局
長

及
び
愛
知
県
農
林
水
産
部
林
務
課
平
山　

一
木

課
長
ほ
か
。

出
品
材
は
、
国
有
林
材
（
木
曽
ヒ
ノ
キ
材
、

人
工
林
ヒ
ノ
キ
材
等
）
２
０
０
㎥
及
び
民
有
林

材
合
せ
て
約
2
、８
０
０
㎥
。

開
会
に
当
た
り
、
全
市
連
の
西
垣
泰
幸
会
長

が
、「
本
展
示
会
は
、
全
国
の
優
良
木
材
の
Ｐ

Ｒ
と
需
要
拡
大
の
た
め
全
市
連
が
長
年
に
わ
た

り
、
関
係
各
位
の
御
協
力
の
も
と
に
開
催
。
今

後
、全
国
各
地
の
木
材
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、

国
産
材
の
安
定
需
給
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
林

業
、
木
材
産
業
の
健
全
な
発
展
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
。
全
市
連
と
し
て
も
、
国
産
材
の
利

用
拡
大
及
び
利
益
の
山
元
へ
の
還
元
等
の
課
題

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。」
旨
の
挨

拶
を
行
っ
た
。

服
部
木
材
産
業
課
総
括
課
長
補
佐
等
か
ら
入

賞
者
に
農
林
水
産
大
臣
賞
、
林
野
庁
長
官
賞
等

を
贈
呈
し
た
。
ま
た
、
天
然
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
競

り
に
先
立
ち
、
吉
村
中
部
森
林
管
理
局
長
か
ら

挨
拶
を
頂
い
た
後
、
競
り
が
行
わ
れ
た
。

民
有
林
材
の
審
査
結
果
は
、次
の
と
お
り（
敬

称
略
）。

▽
農
林
水
産
大
臣
賞　

片
桐
保
昭
（
ヒ
ノ
キ
造

林
木
１
７
０
年
生
58
㎝　

12
ｍ
）
▽
林
野
庁

長
官
賞　

大
富
部
喜
彦
、
山
根
初
造
▽
愛
知

県
知
事
賞　

六
社
神
社
、（
株
）
杉
生
▽
中

部
森
林
管
理
局
長
賞　

丸
晃
林
業
、（
株
）

河
本
材
木
店
▽
全
木
連
会
長
賞　

荒
井
祐

次
、若
林
木
材
▽
全
市
連
会
長
賞　

大
桑
透
、

美
山
木
材
（
株
）
▽
全
買
連
会
長
賞　

金
指

勝
悟
、（
有
）
福
商
。

会
一
致
で
決
議
し
た
。
記
念
講
演
は
、
高
知
県

立
高
知
城
歴
史
博
物
館
渡
辺
淳
館
長
が
講
師
を

務
め
、「
土
佐
と
材
木
―
土
佐
藩
の
財
政
と
林

業
―
」
の
演
題
で
、
財
政
難
の
土
佐
藩
を
救
っ

た
材
木
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
講
演
が
行
わ
れ

た
。
表
彰
式
で
は
、
内
田
幹
雄
前
大
分
県
木
協

連
会
長
、
旗
政
廣
前
全
銘
連
会
長
、
岡
本
信
和

前
岡
山
県
木
協
連
会
長
等
退
任
団
体
長
に
感
謝

状
が
、全
市
連
推
薦
と
し
て
武
内
達
男
氏（（
株
）

ナ
ン
ブ
木
材
流
通
）
に
全
木
連
会
長
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
関
係
者
で
は
、
宮
戸

謙
治
氏
（
新
東
京
木
材
商
（
協
））、
久
我
洋
一

氏
（（
株
）
関
西
木
材
市
場
）
に
全
木
連
会
長

表
彰
状
を
、秋
山
順
一
氏
（
高
知
県
林
材
（
株
））

に
林
野
庁
長
官
感
謝
状
が
、
内
田
善
英
氏
（
新

東
京
木
材
商
（
協
））
に
全
木
協
連
会
長
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

■
「
平
成
30
年
木
材
需
給
表
」

の
公
表
に
つ
い
て

令
和
元
年
9
月
27
日
、
林
野
庁
は
平
成
30
年

の
木
材
需
給
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
約
・
整
理

し
た
「
木
材
需
給
表
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表

し
た
。

1
．
木
材
の
需
要

平
成
30
年
の
木
材
の
総
需
要
量
は
8
、２
４

７
万
8
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
前
年
と

比
較
す
る
と
62
万
4
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
0
・

8
％
）
増
加
し
た
。
こ
れ
は
前
年
に
比
べ
、
用

材
が
55
万
8
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
0
・
8
％
）

減
少
し
、
し
い
た
け
原
木
が
3
万
7
千
立
方

メ
ー
ト
ル
（
11
・
9
％
）
減
少
し
、
燃
料
材
が

１
２
２
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
15
・
6
％
）
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
。

2
．
木
材
の
供
給

（
1
）
国
内
生
産

式
典
終
了
後
は
、
快
晴
の
も
と
全
国
か
ら
約

１
５
０
名
の
買
方
様
が
集
ま
り
、
活
発
な
競
り

が
行
わ
れ
た
。
国
有
林
優
良
材
は
、
関
係
者
が

見
守
る
中
で
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
セ
リ
が
行
わ

れ
、
最
高
値
の
ヒ
ノ
キ
天
然
木
に
は
42
万
円
／

㎥
の
値
が
つ
い
た
。

■
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開

催令
和
元
年
11
月
6
日
、
高
知
市
に
お
い
て
、

木
材
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
第
54
回
全
国
木

材
産
業
振
興
大
会
が
「
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
ウ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、
全
木

連
、
全
木
協
連
会
員
、
太
田
豊
彦
林
野
庁
次
長
、

尾
崎
正
直
高
知
県
知
事
、岡
﨑
誠
也
高
知
市
長
、

中
谷
元　

衆
議
院
議
員
（
高
知
1
区
）
等
の
来

賓
を
含
め
、
約
６
０
０
名
が
出
席
し
た
。
議
事

で
は
、
都
市
部
で
の
木
材
利
用
拡
大
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
に
向
け
た
取
組
、
木
材
産
業
振

興
の
た
め
予
算
確
保
、
税
制
措
置
継
続
、
新
た

な
木
材
需
要
創
出
の
た
め
の
技
術
開
発
・
普

及
、
合
法
木
材
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
等
の
供
給
、
人

材
育
成
・
確
保
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
を
全

「表彰の様子」「農林大臣賞受賞材」

「振興大会　全木連鈴木会長挨拶」「秋山順一氏表彰の様子」
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千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
前
年
と
比
較
す

る
と
8
万
3
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
0
・
2
％
）

増
加
し
た
。
こ
れ
は
前
年
に
比
べ
、
用
材
が
92

万
5
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
1
・
8
％
）
減
少
し
、

燃
料
材
が
１
０
０
万
8
千
立
方
メ
ー
ト
ル

（
57
・
1
％
）
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

3
．
木
材
自
給
率
の
動
向

平
成
30
年
の
木
材
自
給
率
は
36
・
6
％
と

な
っ
た
。
前
年
に
比
較
す
る
と
0
・
4
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
。
木
材
自
給
率
は
、
平
成
23
年
か

ら
8
年
連
続
で
上
昇
し
て
い
る
。

■
令
和
元
年
秋
の
叙
勲

・
令
和
元
年
11
月
3
日
発
令
の
秋
の
叙
勲
の
林

業
・
木
材
産
業
関
連
に
お
い
て
、
岡
本
信
和

氏
（
元
岡
山
県
木
協
連
会
長
、
元
全
市
連
理

事
）
が
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

・
地
方
自
治
功
労
関
連
に
お
い
て
、
柴
立
鉄
彦

氏
（
元
鹿
児
島
県
議
会
議
員
、全
市
連
理
事
）

が
旭
日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
受
章
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
誤
り
訂
正　

11
月
号
3
頁
林
野
庁
人
事
異
動

（
抄
）
で
（
林
野
庁
業
務
課
供
給
企
画
班
担
当

課
長
補
佐
）
←
河
原　

聡
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
川
原　

聡
の
誤
り
で
す
、
お
詫
び
し
て
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
（
建
築
士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
）

開
催
の
ご
案
内

（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
で
は
、
木

材
を
取
り
扱
う
方
々
等
に
、
環
境
問
題
や
木
材

需
給
、
日
本
の
林
業
の
ほ
か
、
木
材
の
見
分
け

方
や
基
本
的
性
質
、
木
造
建
築
に
関
す
る
実
践

的
な
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
、
平

成
23
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
お
蔭
様
で
、

受
講
者
は
、
延
べ
８
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
次
に
よ
り
木

材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
講
習
会
は
、（
公
社
）
日
本
建
築
士

会
連
合
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（
東
京
・
大
阪
の
各
会
場
で
定
員
40

名
程
度
を
予
定
。）

・
日
程
等
は
、

①
（
東
京
会
場
）　

令
和
2
年
2
月
14
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
15
日
（
土
）　

9
：
00
～
15
：
40　
（
於
）
東
京
木
材
会
館

（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
1
丁
目
18
―

8
）

②
（
大
阪
会
場
）
令
和
2
年
2
月
21
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
22
日
（
土
）　

9
：
00
～
15
：
40　
（
於
）
大
阪
木
材
仲
買

会
館
会
議
室
（
大
阪
市
西
区
南
堀
江
4
丁
目

18
―

10 

大
阪
木
材
仲
買
会
館
）

・
受
講
料
は
、
２
２
、０
０
０
円
（
た
だ
し
、

受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験
料
等
を
含
み

ま
す
）

・
参
加
申
し
込
み
受
付
は
、
12
月
2
日
（
月
）

以
降
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

・
申
込
み
・
問
合
先
（
一
社
）
全
日
本
木
材
市

場
連
盟　

東
京
都
文
京
区
後
楽
1
―

7
―

12　

林
友
ビ
ル
6
階　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
―

３
８
１
８

―

２
９
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
７

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

教
科
内
容
と
講
師
等
は
全
市
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http.//w
w

w
.zennichiren.com

連
盟
事
務
所
近
く
の
牛
天
神
様
に

は
、
5
本
の
御
神
木
が
あ
る
。
御
神

木
は
、
古
神
道
に
お
け
る
神
籬
（
ひ

も
ろ
ぎ
）と
し
て
の
木
や
森
を
さ
し
、

御
神
体
の
こ
と
。
5
本
の
う
ち
2
本

は
、
本
殿
正
面
の
左
右
に
、
菅
原
道

真
公
所
縁
の
ウ
メ
の
木
（
胸
高
径
20

㎝
）、
1
本
は
石
段
と
反
対
側
の
入
り
口
わ
き

斜
面
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
（
胸
高
径
50
㎝
程
度
）、

1
本
は
、本
殿
正
面
の
鳥
居
前
の
モ
ッ
コ
ク（
胸

高
径
40
㎝
程
度
）、最
後
の
1
本
が
神
社
に
上
っ

て
く
る
苔
む
し
た
石
段
頂
上
右
の
サ
ク
ラ
の
木

（
胸
高
径
70
㎝
程
度
）
で
あ
る
。
ウ
メ
に
つ
い

て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
菅
原
道
真
公
が
歌
に

ま
で
詠
ん
だ
お
気
に
入
り
の
木
で
あ
る
が
、
当

該
神
社
の
御
神
木
は
、
若
く
、
何
代
目
か
の
御

神
木
か
も
し
れ
な
い
。イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
神
社
境
内
で
最
も
樹
高
が
高
い
と
思
わ

れ
る
雄
の
株
で
あ
り
、堂
々
と
し
て
い
る
。モ
ッ

コ
ク
は
、
江
戸
五
木
（
江
戸
時
代
江
戸
で
人
気

の
あ
っ
た
庭
園
木
）
の
一
つ
で
、
樹
形
を
整
え

や
す
い
こ
と
、
樹
齢
を
経
る
に
従
っ
て
樹
姿
に

風
格
が
出
る
こ
と
か
ら
、「
庭
木
の
王
」
と
さ

れ
、
多
く
の
神
社
等
で
御
神
木
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
の
モ
ッ
コ
ク
も
葉
が
美
し
く
樹
形
も

優
美
な
百
年
超
え
の
御
神
木
で
あ
る
。
最
後
の

サ
ク
ラ
は
、
江
戸
時
代
に
水
戸
光
圀
公
か
ら
当

社
へ
五
本
の
桜
の
木
が
奉
納
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
一
本
が
枯
れ
ず
に
、今
も
な
お
境
内
に
あ
り
、

参
拝
者
に
愛
で
ら
れ
て
い
る
御
神
木
。
春
の
開

花
の
時
期
の
美
し
さ
は
も
と
よ
り
、「
こ
の
木

か
ら
〝
気
〟
が
出
て
お
り
、
参
拝
者
の
方
々
は

桜
の
木
か
ら
〝
気
〟
を
い
た
だ
い
て
お
帰
り
に

な
り
ま
す
」と
言
わ
れ
る
御
神
木
中
の
御
神
木
。

近
く
に
お
越
し
の
折
は
、
是
非
、
御
参
拝
を
お

勧
め
し
ま
す
。

雑 記 帳

平
成
30
年
の
国
内
生
産
量
は
、
3
、０
２
０

万
1
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
前
年
と
比

較
す
る
と
54
万
1
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
1
・

8
％
）
増
加
し
た
。
こ
れ
は
前
年
に
比
べ
、
用

材
が
36
万
8
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
1
・
6
％
）

増
加
し
、
し
い
た
け
原
木
が
3
万
7
千
立
方

メ
ー
ト
ル
（
11
・
9
％
）
減
少
し
、
燃
料
材
が

21
万
1
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
3
・
5
％
）
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
。

（
2
）
輸
入

平
成
30
年
の
輸
入
量
は
、
5
、２
２
７
万
7


